
保土ヶ谷ジュニア体操クラブ
HODOGAYA JUNIOR GYMNASTICS CLUB

～子どもたちの心身の健全な成長と居場所を～



保土ヶ谷ジュニア体操クラブとは

〇横浜市で活動している横浜ジュニアスポーツ

クラブの姉妹クラブです

〇幼児から中学生までの子どもたちの器械運動

クラブです

〇横浜市保土ケ谷区坂本地区で活動しています



活動理念

〇地域の子どもたちの心身の健全な育成と、

生涯スポーツのきっかけづくり

〇体操を通してどんなことにもあきらめずに

挑戦する態度を育てる

〇子どもたちの居場所づくり

〇営利目的ではなく、地域の子育て活動に

奉仕する精神



参加対象者

３歳～中学校3年生の子どもたち

会費

1500円/月



活動場所

横浜市保土ケ谷区坂本地区の小学校の体育館

活動日時

毎週水曜日１８：１５～２０：３０



保土ヶ谷ジュニア体操クラブの一年

〇進級テスト（年２回）

〇発表会（１１月）

〇クリスマスイベント（１２月）

〇神奈川県小中学生体操競技会（３月）

〇卒業・修了式（３月）
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保土ヶ谷ジュニア体操クラブのあゆみ １

〇2001年10月発足

横浜ジュニアスポーツクラブの姉妹クラブとして

26人の子どもたちと15名の指導者で発足

～マークの由来・クラブへの想い～

おとなたちが大きく手を広げその中で、それぞれの
輝きを放つ子どもたちがいる。

地域に根づいたスポーツクラブを目指し、子どもたち
の健全な心身の育成と生涯体育の手助けをしたい、
そんな思いがこめられています。



保土ヶ谷ジュニア体操クラブのあゆみ ２

〇周年記念発表会・記念事業

2011年 10周年記念発表会（保土ケ谷公会堂）

2016年 15周年記念事業（坂本小学校体育館）

〇演技会・大会

2004年～2007年

神奈川県児童体操演技会（秋葉台体育館）

2006年～

坂本小学校「ふるさと祭り」演技発表

2008年～

神奈川県小中学生体操競技会（体育センター）



〇地域のメディアの取材（タウンニュース・YCV）

保土ヶ谷ジュニア体操クラブのあゆみ ３



大切にしていること

当クラブは子どもたちの「居場所」づくりを意識しています。
子どもには成長する過程で、気軽に「ただいま」と言える場所が
家庭以外にもあるべきだと考えるからです。

毎週水曜日、スタッフは子どもたちや保護者に対して「おかえり
なさい」という気持ちで接しています。

おかえりなさいただいま!!



こんなところが自慢です

〇地域の大人たちが協力・協働しながら子育てを

している

〇指導者はクラブの卒業生が関わっている

〇子どもの居場所としての役割を果たしている

（中学生・個別支援学級/特別支援学校児童生徒）



卒業生の声

１１年間一度もクラ
ブを休みことなく皆
勤しました！
居心地の良いクラブ
で今は指導者をさせ
ていただいています。

（在籍年数１
１年）

先生方から多くの
技を教えていただ
きました。

今後は指導もさせ
て頂きたいと思っ
ています。
（在籍年数6年）

クラブではたくさ
んの方と出会い、
体を動かす楽しさ
を知りました。
大学では地域での

健康促進について
学ぶ予定です。
（在籍年数5年）



保護者・地域の声

４人の子どもが

お世話になっていま
す。このクラブは、
幼児から中学生まで
一緒なので子ども達
も良い刺激を受けて
いるようです。

特別支援学校に通う

わが子も他のお子さ
んと一緒に体操がで
き、楽しそうです。

いろいろな情報交換
もでき、助かってい
ます。

子ども達の成長の
記録にと、発表会
などの写真撮影を
担当させていただ
いています。



指導者の声

幼児から通っていた
子どもが中３で卒業
する時は胸がいっぱ
いになります。

子ども達の成長の過
程を長く見守れるこ
とに感謝です。

このクラブに３歳か
ら通い、今度は恩返
しをしたいと思い、
指導をさせて頂いて
います。

後輩にたくさんのこ
とを伝えたいです。

毎週元気な子ども達
に会うと仕事の疲れ
も忘れます。
保護者の方々が協力
的なので安心して
指導に専念できてい
ます。



終わりに

器械体操を中心に練習をしている当クラブは、

選手育成が目的ではなく、

集団生活のマナーやルールを守り、

けじめのある態度、きちんとした挨拶が

できる人になってほしいと思い活動をしています。

体操を通してあきらめずに取り組む子、運動を楽しむことができる
子が増えることを願っています。

何年後かにいつか同じステージに立つであろう

子どもたちに大人が協力・協働している姿を

見せていきたいと思っています。



ご清聴ありがとうございました


